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Wet air conditioning system

Control temperature and humidity
for high quality painting

塗装ブース用ウエットエアー式給気ユニット
寸法・重量表

風量 機外静圧  容量 送風機向 合計
m3/min Pa kW TW TL TH 乾燥重量 水総重量 総重量（運転）

CWA-05b-I-C 80 400 3.7 平置 1,260 3,239 3,132 2,143 356 2,499
CWA-10b-I-C 160 400 5.5 平置 1,260 3,821 3,282 2,765 397 3,162
CWA-15b-I-C 250 400 11 平置 2,100 3,761 3,382 3,404 420 3,824
CWA-20b-I-C 330 400 15 平置 2,100 4,221 3,432 3,964 470 4,434
CWA-25b-I-C 410 400 18.5 平置 2,100 5,041 3,642 4,924 558 5,482
CWA-30b-I-C 500 400 22 平置 2,100 5,301 4,080 5,410 623 6,033
CWA-35b-I-C 580 400 22 平置 2,100 6,001 4,180 5,942 644 6,586

型  式
寸法（概略寸法） 重量

風量 機外静圧  容量 送風機向 合計
m3/min Pa kW TW TL TH 乾燥重量 水総重量 総重量（運転）

CWA-05b-O-C 80 400 3.7 平置 1,260 3,239 3,158 2,143 356 2,499
CWA-10b-O-C 160 400 5.5 平置 1,260 3,821 3,308 2,765 397 3,162
CWA-15b-O-C 250 400 11 平置 2,100 3,761 3,426 3,404 420 3,824
CWA-20b-O-C 330 400 15 平置 2,100 4,221 3,476 3,964 470 4,434
CWA-25b-O-C 410 400 18.5 平置 2,100 5,041 3,686 4,924 558 5,482
CWA-30b-O-C 500 400 22 平置 2,100 5,301 4,124 5,410 623 6,033
CWA-35b-O-C 580 400 22 平置 2,100 6,001 4,224 5,942 644 6,586

型  式
寸法（概略寸法） 重量



ブースに安定した温度と湿度を提供
クリーンでやさしい風を供給します。

Wet air conditioning system

内部構造

特徴

塗装ブース用ウエットエアー式給気ユニット

火災予防条例に抵触しない

安心安全な熱源を採用し、

高効率で運転費・CO2排出

量を大幅に削減します。制

御性も極めて高い熱源とな

ります。

※1 引 献 特定建築物における室内環境と省エネルギーに関する研究 (第4報)(空気調和 ・ 衛 学会 会学術講演論 集2011年9 )

アンデックスは、温度や湿度を空気線図上で

温度範囲、湿度範囲を簡単に設定できます。
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冷たい外気と水の蒸発潜熱により、
空気を冷却します
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ウエットエアーは、
湿度不足を解消します
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イニシャルコスト

水噴霧方式 ウエットエアー方式 水噴霧方式 ウエットエアー方式 水噴霧方式 ウエットエアー方式

ランニングコスト 10年LCC ウエットエアー方式を採用することで
イニシャルコスト・ランニングコスト共
に安価となります。

経済性比較

Wet air conditioning system

ウエットエアーで高効率化

導入に適した施設用途

ウエットエアー方式は水処理装置およびコンプレッサが不要となるため、電源容量が小さくなります。

必要ユーティリティ一

ウエットエアー方式は水噴霧方式に比べメンテナンス項目が少なく、容易（1人で可能）で安価となります。

メンテナンス

ウエットエアー方式により吹き出し空気中のシリカ
濃度が上昇することはありません。

塗装影響物質（シリカ）の挙動について 

ブロー無しでの測定結果
により、殺菌装置の有無
で異なるものの、水道法
基準値以下との結果にな
りました。

循環水中の細菌数について

空気線図

・ウエットエアー水槽内部に滅菌装置
・水槽水の1日1回全量ブロー
・年2回の定期清掃
・補給水は、上水（塩素分が必要）→電解滅菌装置

・木材乾燥用恒温恒湿炉

・航空機用塗装ブース

・自動車用塗装ブース

・シール乾燥用恒温恒湿炉

・クリーン環境室

・樹脂塗装ブース

塗装ブース用ウエットエアー式給気ユニット

空調熱源 (USX) 空調機 (AHU) RO水装置 コンプレッサ 運転費   メンテナンス費 イニシャルコスト  ランニングコスト (10 年 )



Wet air conditioning system

制御上のメリット

空気状態の比較

従来型外調機との差異

塗装ブース用ウエットエアー式給気ユニット

ウエットエアー式給気ユニット 従来方式
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ウエットエアー式給気ユニット

ウエットエアー式給気ユニット 従来方式
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同等の制御が可能
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